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新島村で出会った生き物たち 

 

 

 

 

 

 

校長 石川 鋭一郎 

 新型コロナウイルスによる感染が拡大している中、２学期が始まりました。この２学期も感染防止に努めな

がら、村内においてはできるだけ予定通りの教育活動を推進してまいります。一方、内地に出向いての校外学

習や部活動の対外試合については、感染状況を踏まえ新島村の方針に基づいて対応してまいります。 

さて、この９月号では、私が新島村で出会った生き物たちを紹介し、その生き物たちから教わったことにつ

いてお伝えしたいと思います。 

はじめにアシダカグモです。蜘蛛の巣をつくらず、ゴキブリなどを捕食してくれる大型の蜘蛛です。私との

出会いは、新島着任の２年前の４月１日、職員住宅の玄関でした。その大きさに恐ろしくなりました。前任の

居住者が退去して１週間ほどの間、くつろいでいたのでしょうか、私と目を合わせた瞬間、向こうも驚いてい

ました。玄関の戸を開けたらそそくさと出ていきました。その後も、時々室内で見かけますが、この蜘蛛のお

かげでゴキブリが少ないのには助かっています。見た目で相手を判断してはいけないことを教わりました。 

次に、海の生き物たちです。式根島の海水浴場でシュノーケリングをしながら熱帯魚を観賞できるのは、新

島村ならではの醍醐味です。魚たちは、私を避けることもなく、太陽の日差しを輝かせながら泳いでいます。

しかし、昨年の８月下旬のことでした。クラゲに首筋を刺されてしまいました。幸い強毒のクラゲではなかっ

たので後遺症はありませんでした。海は豊かな恵みを与えてくれます。しかし、それは人間だけのものではあ

りません。このクラゲは私に何らかの警告を与えたと思います。海に対する畏れ敬う気持ちを教わりました。 

最後にツバメです。校舎の軒下に巣をつくり、夫婦で協力して子育てをする姿は、とてもほほえましく思い

ます。ツバメなど鳥類は、卵からかえるとき、ひなは卵の中から殻をつついて外に出ようとします。同時に親

鳥も外から殻をつつき、ひなの誕生を手伝います。これを「啐啄（そったく）同時」というそうです。その

後、親鳥は休みなくせっせと食事を与え続け、子供たちは大きく成長します。すると、親鳥は巣の一部を崩し

始めます。それが巣立ちの時を迎えた合図となります。子供の成長にとって何が大切かを教わりました。 

このように、生き物たちは私たちに大切なことを教えてくれています。それが実感できる新島村の自然環境

のすばらしさを誇りに思います。２学期もよろしくお願いいたします。 
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 ７月２７日（火）に、野球部とバスケットボール部が交流試合を行いました。今年度は新型コロナウイルス

感染症の影響により公式戦には出場できないため、３年生にとってはこれが最後の試合となりました。 

★部長へインタビュー！！第一弾～野球部・バスケットボール部～ ※第二弾は、次号掲載予定です。 

Q1 交流戦を終えての感想は？            

 ・しっかりとした試合内容で良かった。（野球） 

・楽しく最後を迎える事が出来た。自分達に胸を貸して下さった、野球部の方々に感謝。（バスケ） 

Q2 部活での一番の思い出は何ですか？ 

 ・離島甲子園で対馬に行ったこと。（野球） 

・入部してから今日までの全部。遠征へ行った事も、部長になった事も。（バスケ） 

Q3 後輩に一言！ 

・普通を普通だと思わず、仲間、練習、試合ができることに感謝してください。（野球） 

・その大きな頼もしい声で支え合って頑張って下さい。円陣の「元気・声・楽しむ」を忘れずに！（バスケ） 

 

 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育実習生のお知らせ 教育実習生のお知らせ 

リレーコラム 

 ぬいねえどう 
 

～日よけ雨よけそして風よけ～  

 

継続は力なり 

副校長 丸山 康成 

新型コロナウィルスの感染が拡大する中、皆さんはこの夏休みをどう過ごしましたか。 

テレビを付ければオリンピック・パラリンピック。見入っていた人も多かったのではないでしょうか。そん

な中でも３年生は自分の将来に向け、努力を重ねた人も多かったことでしょう。 

私もオリンピック・パラリンピックをテレビで観戦し、多くの感動をもらいました。しかし、この夏、もっ

とも感動したのは、前任校の生徒が、陸上競技の共通女子 1500ｍで東京 1 位となり、関東大会へ出場したこ

とです。その時の活躍が素晴らしかった。 

今年の 1 月にその生徒から「先生、1500ｍで 5 分を切りました」と報告を受けました。関東大会は 8 月 7

日、埼玉県の陸上競技場で行われました。結果は 7 位でしたが、記録は 4分 40 秒 61。たった半年ちょっと

で 20 秒近く縮めたのです。その努力は並大抵のことではありません。厳しい練習を日々重ねた結果です。そ

の努力を考えると胸が熱くなりました。その生徒は本来、全国大会出場を目指していました。しかし、その目

標を達成することはできませんでした。報われない努力もあります。しかし、その努力は無駄ではありません。

継続すれば、次のチャンスにつながります。それを繰り返すことで夢が叶うのです。この生徒は皆さんと同じ

中学生。背格好も変わりません。好きなこと、楽しいことで構いません、日々欠かさずに取り組むことで、で

きることが増え、自信がつき、人として成長します。『継続は力なり』皆さんも、日々の努力を大切にして更

に成長しましょう。 

 

 

東京都新島村立新島中学校 広報誌 みやつか 令和３年度 9 月号 

新島中学校ＨＰ http://www.niijima.com/niichu/ 

9 月の行事予定 

１４日（火）試験週間（始） 

１７日（金）SC 来校日 

2１日（火）中間考査  

2２日（水）中間考査・運動会練習（始） 

2７日（月）食育朝礼 

２９日（水）運動会予行練習 

３０日（木）SC 来校日 
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２９日（水）中高運動会予行 

４日（土）身体計測（１年） 

6 日（月）生徒朝礼 

８日（水）SC 来校日 

１０日（金）生徒会役員選挙・水泳指導（終） 

１３日（月）全校朝礼 

新中ブログ⇒ 

 

 ７月３１日（土）に、バレーボール部と野球部は三宅島へ行き、三宅中学校と試合を行いました。当日は天候

にも恵まれ、元気に活躍する生徒たちの姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※新型コロナウイルス感染症の状況により行事の
変更が考えられます。ご理解・ご協力いただけま
すようお願いします。 


